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《編集後記》 
                                                    山崎苳子 

「藝術」24号をお届けする季節になりました。 
21世紀の第1年、大阪芸術大学はこの10月15日の塚本学院創立記念日、秋の抜けるような青空

のもとに、短期大学部創立50周年、通信教育部開設、10号館、撮影所、新文化クラブハウス竣工と
いう数々の記念の式典が晴やかに行われました。新しい時代の大学に向かって態勢が着々と整えら
れております。 
 世界規模の経済危機への憂慮が深まり、一方に少子化による受験人口の激減など、全国の大学が
かかえる厳しい情況を本学もまた受け止めてゆかねばならない道程にたち至っていますが、本学の
スタッフが日々研鑽を積まれた研究や制作、その意味を学内外において問う実践的活動の報告など
が今回も集まりました。ここにも本学の内容的健在が実証されているといえましょう。 
 表紙は故岩宮武二教授の写真作品「仏像」です（提案・写真学科、構成・デザイン学科）。岩宮武
二教授（1920～1989）は写真学科設置（1965）以来学科長を永年務められました。今年は13回忌
にあたります。ご遺族と関係者のご好意によって一連の作品を「広場の造形」にも展示しました（構
成・美術学科）。その中には目下の成りゆきを見まもる世界の眼を釘づけにしているパキスタンやア
フガニスタンの仏像写真が多数含まれています。なお岩宮教授の敦煌旅行（1980）に同行されまし
た山田幸平名誉教授にエッセイをいただきました。その中にお名前が挙げられている故松井正教授
の絵画（油絵）作品「敦煌の空」（撮影・岩宮武二）を併せて紹介します。これもご遺族のご好意の
貴重なフイルムを拝借しました。松井正教授（1906～1993）は本学創立の翌年（1964）以来美術学
科の教授に就任、美術学科長（1968より）を務められ、1988にご停年。また二科会の重鎮として活
躍されました。岩宮教授との中国旅行は実に74才でのご参加でした。この旅行の収穫が数々の作品
になり、「敦煌の空」はそのひとつです。これらお三方は情熱を注いで本学の歴史の内実を作ってこ
られた、文字通り「先生」方ですが、余りご存知ない方々も多くなってきました。こうした先生方の
業績の一端を、機会を捉えて紹介し語りついでゆく必要があるという編集委員会の一致した気持ち
でした。 
 世界の情勢も不穏のうちに今年は慌しく過ぎてゆこうとしております。 
 ご高覧、ご高評、ご忠言下さいますようお願いいたします。 
 編集・刊行にあたって今回も惜しみないご協力とご尽力をいただきました各方面の諸氏に心から
深謝いたします。 
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